
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
度 

 
昭
和
文
学
会 

秋
季
大
会 

 

会
場 
奈
良
大
学 

Ｃ
棟
一
〇
二
教
室 

 
 

 
 

〒
六
三
一
―
八
五
〇
二 

奈
良
県
奈
良
市
山
陵
町
一
五
〇
〇 

 
 

  
 

  

日
時 

一
一
月
一
四
日
（
土
）
午
後
一
二
時
五
〇
分
よ
り 

 特
集 

な
ぜ
「
部
活
動
」
が
描
か
れ
続
け
る
の
か 

 

開
会
の
辞  

 
                     

 
 
 
 
 

奈
良
大
学
文
学
部
長 

真
田 

信
治 

 

【
基
調
講
演
】 

賢
治
の
祈
り 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

平
田 

オ
リ
ザ 

―
―
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
か
ら
『
幕
が
上
が
る
』
ま
で
―
― 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

  
 

【
研
究
発
表
】 

ア
ッ
プ
ラ
ン
す
る
身
体 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
矢
口 

貢
大 

―
―
部
活
動
小
説
と
し
て
の
綿
矢
り
さ
『
蹴
り
た
い
背
中
』
―
― 

 
 
 
 

 
 

 
 <

女
子>

と<

部
活>                                  

 
 

 
 

 

竹
田 
志
保 

―
―
吉
田
秋
生
『
櫻
の
園
』
を
中
心
に
―
― 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

戦
後
日
本
に
お
け
る
運
動
部
活
動                               

 

中
澤 

篤
史 

 
         

閉
会
の
辞  

 
                     

 
 

 
 
 

 
 

 

代
表
幹
事 

阿
毛 

久
芳 

司
会 

山
岸 

郁
子
・
大
石 

紗
都
子
・
友
田 

義
行 

     



【
企
画
趣
旨
】 

文
学
に
お
い
て
未
成
年
を
主
軸
と
し
た
「
部
活
動
」
と
は
、
如
何
な
る
表
現
性
を
展
開
し
て
き
た
の
か
。
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け

る
運
動
部
や
〃
部
活
〃
を
題
材
と
す
る
文
学
作
品
は
数
多
い
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
未
成
年
の
直
面
す
る
不
条
理
や
危
機
の
特
殊
性
を
表

現
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
確
か
で
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
牽
引
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
従
来
文
学
研
究
の
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

文
学
に
お
け
る
青
年
像
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
政
治
運
動
や
時
代
状
況
な
ど
の
観
点
か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
、

「
部
活
動
」
に
焦
点
を
絞
っ
た
場
合
、
わ
ず
か
数
年
と
い
う
有
限
性
が
よ
り
一
層
明
確
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
必
ず
し
も
将
来
の
目
標

に
繋
が
る
現
実
参
加
で
も
な
け
れ
ば
、
か
と
い
っ
て
単
な
る
韜
晦
や
享
楽
で
も
な
い
特
殊
な
時
空
で
あ
る
が
ゆ
え
に
論
じ
る
対
象
と
は
さ

れ
に
く
い
と
い
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
「
部
活
動
」
は
教
育
的
な
管
理
と
生
徒
主
体
の
活
動
の
間
の
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
で
あ
り
、
両
者
の
拮
抗
は
、
政
治
の
季
節
や
非
行
問
題
な
ど
を
背
景
と
し
て
時
代
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
独
特
の
不
条

理
な
規
範
・
上
下
関
係
な
ど
が
あ
り
、
一
般
社
会
の
そ
れ
と
も
異
な
る
試
練
が
生
じ
る
と
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
非
常
に
特
殊
な
「
場
」

で
も
あ
る
。 

平
田
オ
リ
ザ
「
幕
が
上
が
る
」
に
は
演
劇
部
で
全
国
大
会
を
目
指
す
高
校
生
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
大
人
社

会
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
超
越
す
る
よ
う
な
、
「
部
活
動
」
に
か
け
る
部
員
の
打
ち
込
み
方
や
練
習
の
密
度
の
表
象
は
、
一
方
で
は
絶
え
ず

「
大
人
」
た
ち
の
需
要
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
（
「
幕
が
上
が
る
」
に
お
い
て
は
高
校
演
劇
出
身
の
美
術
教
員
に
よ

っ
て
相
対
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
）
。
そ
う
し
た
未
成
年
の
姿
は
、
明
る
く
向
上
的
な
側
面
の
み
な
ら
ず
、
時
と
し
て
む
し
ろ

病
理
や
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
を
伴
う
。
そ
こ
に
は
、
未
成
年
が
何
ら
か
の
形
で
馴
致
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
方
で
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
を
試
み
、
そ

の
拮
抗
を
通
じ
て
変
容
を
と
げ
る
様
も
見
い
だ
せ
る
。
そ
の
理
不
尽
さ
も
含
め
た
未
成
年
特
有
の
共
同
体
の
エ
ト
ス
に
注
目
す
る
こ
と
は
、

従
来
多
く
が
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
・
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
意
識
の
側
か
ら
逆
説
的
に
、
個
の
内
面
の
解
放
を
志
向
し
て
き
た
「
文
学
」
そ
の
も
の

を
問
い
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
部
活
動
」
を
軸
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
限
定
的
な
時
間
ゆ
え
に
起

こ
る
特
殊
（
だ
が
日
常
的
）
な
出
来
事
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、「
部
活
動
」
が
「
文
学
」
の
本
質

を
あ
ぶ
り
だ
す
一
つ
の
要
素
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

  

【
講
演
者
略
歴
】 

平
田 

オ
リ
ザ
（
ひ
ら
た
・
お
り
ざ
） 

一
九
六
二
年
東
京
生
ま
れ
。
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
卒
業
。
在
学
中
に
劇
団
「
青
年
団
」
を
結
成
。
二
〇
〇
二
年
度
中
学
二
年
教

科
書
に
演
劇
学
習
教
材
「
対
話
劇
を
体
験
し
よ
う
」
を
書
き
下
ろ
し
。
ロ
ボ
ッ
ト
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
拓
。
現
在
、
東
京
藝
術
大
学

特
任
教
授
、
大
阪
大
学
客
員
教
授
、
四
国
学
院
大
学
客
員
教
授
。
岸
田
國
士
戯
曲
賞
、
読
売
演
劇
大
賞
優
秀
演
出
家
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術

賞
グ
ラ
ン
プ
リ
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
国
際
文
化
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
二
〇
一
一
年
フ
ラ
ン
ス
国
文
化
省
よ
り
芸
術
文
化
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
受

勲
。
戯
曲
の
代
表
作
に
、『
東
京
ノ
ー
ト
』
、
ソ
ウ
ル
市
民
五
部
作
、『
Ｓ
高
原
か
ら
』
な
ど
、
主
な
著
書
に
『
わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら
』

『
演
劇
入
門
』
『
芸
術
立
国
論
』
な
ど
多
数
。 

  

【
ゲ
ス
ト
発
表
者
略
歴
】 

中
澤 

篤
史
（
な
か
ざ
わ
・
あ
つ
し
） 

一
九
七
九
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了
、
博
士
（
教
育
学
、
東
京
大
学
）
。
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研

究
科
・
准
教
授
。
専
門
は
、
身
体
教
育
学
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
・
社
会
福
祉
学
。
主
著
『
運
動
部
活
動
の
戦
後
と
現
在
：
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
は

学
校
教
育
に
結
び
付
け
ら
れ
る
の
か
』
（
青
弓
社
、
二
〇
一
四
）
。 



【
発
表
要
旨
】 

ア
ッ
プ
ラ
ン
す
る
身
体 

―
―
部
活
動
小
説
と
し
て
の
綿
矢
り
さ
『
蹴
り
た
い
背
中
』
―
― 

矢
口 

貢
大
（
や
ぐ
ち
・
こ
う
だ
い
） 

 

綿
矢
り
さ
『
蹴
り
た
い
背
中
』（
二
〇
〇
三
年
、
河
出
書
房
新
社
）
は
、
第
一
三
〇
回
芥
川
龍
之
介
賞
受
賞
作
で
あ
り
、
一
九
歳
の
史
上
最
年
少

芥
川
賞
作
家
の
誕
生
と
し
て
、
当
時
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
。『
蹴
り
た
い
背
中
』
は
、
従
来
「
青
春
小
説
」
や
「
恋
愛
小
説
」

と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
そ
の
特
徴
で
あ
る
部
活
動
へ
の
繊
細
な
視
線
が
見
落
さ
れ
て
き
た
。
高
校
一
年
生
で
陸
上
部
に
所
属
す

る
語
り
手
の
ハ
ツ
は
、「
ア
ッ
プ
ラ
ン
だ
け
は
譲
れ
な
い
」
と
、
競
技
そ
っ
ち
の
け
で
陸
上
部
の
基
礎
練
習
に
全
力
を
注
い
で
い
る
。
ハ
ツ
は
そ
れ

を
「
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
走
り
系
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ア
ッ
プ
ラ
ン
」
と
称
し
、
ト
ラ
ッ
ク
を
周
回
す
る
ご
と
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
自
身
の
身

体
に
独
自
の
物
語
を
読
み
込
む
。
ま
た
作
中
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
に
は
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
」「
野
球
部
員
」
と
い
っ
た
部
活
動
を
冠
す
る

呼
称
が
用
い
ら
れ
、
学
校
空
間
に
お
け
る
部
活
動
の
名
が
持
つ
力
学
が
丹
念
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
描
写
の
分
析
を
通
し
て
、
文
学

表
現
に
お
け
る
部
活
動
の
持
つ
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
東
京
大
学
大
学
院
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 <

女
子>

と<

部
活> 

―
―
吉
田
秋
生
『
櫻
の
園
』
を
中
心
に
―
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
田 

志
保
（
た
け
だ
・
し
ほ
） 

 

〈
女
子
〉
の
〈
部
活
〉
も
の
の
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
、
吉
田
秋
生
の
『
櫻
の
園
』
が
あ
る
。
名
門
女
子
高
校
の
演
劇
部
を
題
材
と

し
た
本
作
は
、
の
ち
に
中
原
俊
監
督
に
よ
っ
て
映
画
化
も
さ
れ
、
双
方
が
高
い
評
価
を
受
け
た
。
こ
こ
に
は
〈
部
活
〉
も
の
に
多
く
見
出
さ
れ
る

よ
う
な
特
訓
や
勝
利
へ
の
指
向
は
ほ
ぼ
な
い
。
本
作
が
描
出
す
る
の
は
、
複
数
の
〈
女
子
〉
グ
ル
ー
プ
間
の
差
異
や
、〈
男
子
〉
や
〈
大
人
〉
と

の
距
離
、
自
己
の
性
や
身
体
を
め
ぐ
る
葛
藤
、
そ
し
て
〈
部
活
〉
と
い
う
場
で
こ
そ
生
起
す
る
〈
女
子
〉
同
士
の
関
係
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
成
長
期
の
〈
女
子
〉
の
表
象
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
る
一
方
で
、〈
女
子
〉
へ
の
幻
想
を
強
化
す
る
も
の
で
も

あ
る
。
一
方
的
に
ま
な
ざ
さ
れ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
を
示
す
登
場
人
物
を
描
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
自
体
が
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
対
象
化
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
本
作
の
矛
盾
は
、〈
女
子
〉
表
象
に
つ
い
て
の
重
大
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。〈
女
子
〉
と
〈
部
活
〉
の
表
象
に
つ
い
て
、『
櫻
の

園
』
漫
画
版
、
映
画
版
の
比
較
検
討
を
中
心
に
、
近
年
の
部
活
映
画
な
ど
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 
 
 

（
学
習
院
大
学

他
非
常
勤
講
師
） 

 

戦
後
日
本
に
お
け
る
運
動
部
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
澤 

篤
史
（
な
か
ざ
わ
・
あ
つ
し
） 

 

戦
後
日
本
に
と
っ
て
運
動
部
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

運
動
部
活
動
の
歴
史
は
明
治
期
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
が
大
き
く
拡
大
し
、
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
学
校
経

験
の
一
部
と
な
っ
た
の
は
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
で
あ
る
。 

本
発
表
で
は
、
運
動
部
活
動
が
ど
の
よ
う
な
戦
後
の
歴
史
を
経
て
、
現
在
の
よ
う
な
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
拡
大
し
た
の
か
を
考
え
る
。 

結
論
と
し
て
、
運
動
部
活
動
の
拡
大
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
民
主
主
義
・
平
等
主
義
・
管
理
主
義
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
戦
後
日
本
の
特
徴
が
関

連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

本
発
表
の
ね
ら
い
は
、
部
活
動
が
描
か
れ
た
文
学
作
品
そ
の
も
の
を
論
じ
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
し
た
文
学
作
品
が
生
ま
れ
る
土
台
と
し
て

の
部
活
動
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
・
社
会
的
文
脈
に
お
い
て
成
立
／
変
容
し
て
き
た
の
か
を
探
る
点
に
あ
る
。 

表
象
を
分
析
す
る
準
備
と
し
て
、
現
実
を
見
つ
め
直
す
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
特
集
テ
ー
マ
「
な
ぜ
『
部
活
動
』
が
描
か
れ
続
け
る
の
か
」

に
貢
献
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
橋
大
学
大
学
院
准
教
授
） 

 

※  

終
了
後
、
福
利
厚
生
棟
、
地
下
一
階
食
堂
生
協
に
て
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
予
約
は
不
要
、
当
日
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※ 

大
会
翌
日
に
文
学
散
歩
を
実
施
致
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
一
五
日
（
日
）
一
〇
時
半
に
近
鉄
「
奈
良
駅
」
東
口
の
行
基
像
前
に
お
集
ま

り
下
さ
い
（
Ｊ
Ｒ
で
は
な
く
近
鉄
で
す
）
。
国
立
博
物
館
・
鷗
外
の
門
・
志
賀
直
哉
旧
邸
な
ど
を
巡
り
、
昼
食
後
に
解
散
の
予
定
で
す
。 



奈
良
大
学 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

 
徒 
歩 

  

近
鉄
京
都
線
「
高
の
原
」
駅
よ
り
、
約
18
分
。  

バ 

ス  
 

近
鉄
京
都
線
「
高
の
原
」
駅
よ
り
、
奈
良
交
通
バ
ス
（
１
）
番
の
り
ば
「
奈
良
大
学
構
内
」
行
き
に
乗
車
約
５
分
、 

「
奈
良
大
学
構
内
」
下
車
、
徒
歩
す
ぐ
。
ま
た
は
「
学
園
前
駅
」
行
き
に
乗
車
約
５
分
、
「
奈
良
大
学
」
下
車
、
徒
歩
約
１
分
。  

タ
ク
シ
ー  

近
鉄
京
都
線
「
高
の
原
」
駅
よ
り
、
約
５
分
。 

 
                                         

 

 

 

大学周辺地図 

福利厚生棟 
（懇親会会場） 

Ｃ
教
室
棟
（
発
表
会
場
） 

メーンゲート 

奈良大学 


